雇用確保等に関する要請

県内の雇用情勢については、有効求人倍率が昨年１１月に１倍を超えた後、３月は前月を０．０２ポイント上回る１．０６倍となっており、緩やかに改善していますが、雇用形態や業種によって求人と求職のミスマッチが生じているなど、一部に厳しさが残っています。
山口県では、「活力みなぎる山口県」の実現に向け、地域の活力源となる強い産業を創り、地域経済の活力を高めるために、瀬戸内産業力の強化をはじめとした取組を進める中、雇用対策については、雇用の場の創出や多様な職業訓練などを積極的に推進しているところです。
また、山口労働局においても、「全員参加の社会」の実現に向け、若者の安定雇用の確保、女性の活躍促進、障害者、高年齢者、離職者等、すべての求職者に対する就業支援の拡充などにより、「全員参加社会」の実現を図るための雇用対策を推進しています。
こうした対策については、山口県と山口労働局が緊密に連携して取り組むこととしており、ハローワークや若者就職支援センターを中心とした新規学校卒業予定者や離職者等の就職支援など、各種施策を積極的に推進しているところです。
ついては、貴社におかれましても、若者、離職者、高年齢者、障害者等の雇用確保に積極的に取り組まれるとともに、雇用の維持にも最大限の努力を賜りますよう、よろしくお願いします。
[bookmark: _GoBack]併せて、意思決定層への女性の登用(ポジティブ・アクション)やワーク・ライフ・バランスの推進など、女性の活躍に向けて取り組んでいただくよう、よろしくお願いいたします。

１　若者の雇用確保
・新規学校卒業予定者の正規採用枠の確保
・卒業後３年以内の未就職卒業者の新卒枠での応募機会の確保
２　離職者の雇用確保
・離職者に対する門戸拡大、雇用確保の積極的な取組
３　高年齢者、障害者の雇用確保
・希望者全員が６５歳まで働ける高年齢者継続雇用の積極的な取組
・障害者雇用率の引上げに対応した障害者の積極的な雇用確保
４　女性の活躍推進
・ポジティブ・アクション、ワーク・ライフ・バランスの推進
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